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　一般住宅に有料で旅行者等を泊める「民泊」の営業ルールを定
めた住宅宿泊事業法が６月から施行され、都道府県知事等に届け
出た家主は、年間180日（泊）を上限に民泊営業が可能となります。
なお、一般的に個人が民泊により得た所得は、単なる不動産賃貸
とは異なり、不動産所得ではなく雑所得となります。

民泊新法の施行

6月の税務と労務6月 （水無月）JUNE
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国　税／ 5月分源泉所得税の納付 
 6月11日

国　税／ 所得税の予定納税額の通知 
 6月15日

国　税／ 4月決算法人の確定申告（法
人税・消費税等） 7月2日

国　税／ 10月決算法人の中間申告 
 7月2日

国　税／ 7月、10月、1月決算法人の消
費税等の中間申告（年3回の
場合） 7月2日

地方税／ 個人の道府県民税及び市町
村民税の納付（第1期分） 
 市町村の条例で定める日

労　務／ 健康保険・厚生年金保険被
保険者賞与支払届 
 支払後5日以内

労　務／ 児童手当現況届（市町村役
場に提出） 7月2日

紫陽花と葵
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―
人
生
一
〇
〇
年
時
代
と
今
後
は
な

っ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
合
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
ま
た
生
活

は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。
―

　

い
ま
ま
で
定
年
六
〇
歳
が
多
く
の

企
業
で
採
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

人
生
一
〇
〇
年
時
代
と
な
り
、
定
年

後
の
生
活
が
長
く
な
る
こ
と
か
ら
定

年
を
七
〇
歳
か
ら
七
五
歳
に
も
っ
て

い
く
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
の
人
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
出
身
企
業
の
者
で
Ｏ
Ｂ
や

Ｏ
Ｇ
が
中
心
と
な
っ
て
企
業
を
興
す

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
九
六
三
年
は
一
〇
〇
歳
以
上
が

全
国
で
一
五
三
人
。
そ
れ
が
い
ま
や

六
七
、〇
〇
〇
人
、
二
〇
五
〇
年
に
は

七
〇
〇
、〇
〇
〇
人
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。（
一
〇
〇
歳
以
上
の

人
口
推
移
・
推
計
表
参
照
）

　

こ
の
よ
う
な
中
で
新
事
業
と
し
て

は
、
医
療
関
連
の
事
業
に
つ
い
て
の

動
き
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

○
喉
に
特
化
し
た
医
薬
品

　

や
は
り
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と

で
医
薬
品
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
も
直
接
的
な
医
薬
品
よ
り

も
選
択
と
集
中
戦
略
で
喉
に
関
す
る

製
品
に
特
化
す
る
こ
と
で
病
気
に
な

る
前
に
抑
え
る
こ
と
な
ど
が
特
に
必

要
で
す
。

　

Ｒ
社
の
製
品
な
ど
は
水
な
し
で
服

用
で
き
粉
末
製
薬
が
喉
の
粘
膜
に
直

接
作
用
し
副
作
用
が
少
な
い
安
心
・

安
全
で
あ
る
こ
と
が
喉
の
症
状
の
出

始
め
や
予
防
医
療
に
最
適
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
医
療
機
器
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

高
齢
化
に
お
い
て
医
療
機
器
の
動

向
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
Ｙ
電
機
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

を
活
か
し
た
リ
ハ
ビ
リ
装
置
の
開
発

を
一
九
九
〇
年
代
か
ら
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、「
早
す
ぎ
る
」「
市
場
性
が

な
い
」
と
の
理
由
か
ら
事
業
は
中
断

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に

き
て
自
社
の
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術

を
医
療
・
福
祉
分
野
に
応
用
す
る
こ

と
で
人
間
の
能
力
を
補
強
し
、
生
活

の
質
を
高
め
る
方
向
へ
転
換
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
リ
ハ
ビ
リ
装
置
の
主
な
市
場

は
中
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

規
制
が
強
い
日
本
よ
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
し
て
成
長
が
早
い
と
判
断
し
た
か

ら
で
す
。

　

こ
の
リ
ハ
ビ
リ
装
置
は
、
脳
血
管

障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的
に
開
発
さ

れ
た
装
置
で
発
症
す
る
患
者
の
七
〇

％
が
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
言
わ

れ
て
お
り
潜
在
者
が
二
〇
〇
万
人
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
そ
野
は
広
く
、
事
業
と
し
て
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
少
子
高
齢
化
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
二
〇
二
五
年
に
は

高
齢
化
率
は
三
割
に
な
り
ま
す
。

　

同
年
に
介
護
・
医
療
費
も
八
三
兆

円
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
介
護
保
険
料
の
収
入
は
減

少
し
は
じ
め
ま
す
か
ら
効
率
的
な
介

護
予
防
や
要
介
護
度
の
進
行
を
で
き

る
だ
け
遅
ら
せ
る
手
段
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
リ
ハ
ビ
リ

装
置
の
市
場
性
が
あ
る
と
Ｙ
社
は
判

断
し
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
は
患
者
の
自
立
を
支
援

す
る
だ
け
で
な
く
、
介
護
費
の
削
減

と
重
労
働
の
減
少
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
こ
の
装
置
を
病
院
だ
け
で
な

く
理
学
療
養
士
の
い
る
高
齢
者
施
設

に
も
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

○
「
ア
プ
リ
」
を
処
方
、
新
時
代
の

医
療
へ

　

こ
れ
ま
で
病
気
は
薬
や
手
術
で
治

療
し
て
き
ま
し
た
が
将
来
、
医
師
か

ら
「
ア
プ
リ
を
使
っ
て
治
療
し
ま
し

ょ
う
」と
言
わ
れ
る
時
代
が
き
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ア
プ
リ
を
用
い

た
治
療
を
認
め
る
の
は
世
界
的
な
潮

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
四
年
に
薬
事
法
が
薬
機
法

に
改
正
さ
れ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
単
体

も
医
療
機
器
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
医

療
機
器
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

治
療
ア
プ
リ
は
、
糖
尿
病
、
う
つ

人
生
一
〇
〇
年
時
代
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病
精
神
疾
患
な
ど
の
治
療
に
適
し
て

い
ま
す
。

　

手
術
後
の
が
ん
患
者
を
ア
プ
リ
で

ケ
ア
し
、
合
併
症
の
早
期
発
見
な
ど

に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

治
療
ア
プ
リ
は
、
副
作
用
が
少
な

く
、
医
療
課
題
解
決
に
も
繋
が
り
ま

す
。
薬
や
医
療
機
器
に
比
べ
コ
ス
ト

が
か
か
ら
ず
医
療
費
の
削
減
に
も
繋

が
り
ま
す
。

　

ま
た
最
先
端
の
医
療
知
見
を
ア
プ

リ
で
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
届
け
ら
れ
医

療
の
地
域
格
差
の
是
正
に
も
貢
献
し

ま
す
。

　

治
療
ア
プ
リ
開
発
は
、
米
国
が
先

行
し
て
い
ま
す
が
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
認
証
さ

れ
、
治
療
有
効
性
が
示
さ
れ
て
い
る

事
例
は
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。

○
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
市
場
が�

拡
大

　

病
院
は
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル

に
な
り
、
様
々
な
技
術
を
組
み
合
わ

せ
て
よ
り
よ
い
治
療
と
効
率
的
な
経

営
が
両
立
で
き
る
方
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
実
現
す

る
う
え
で
必
要
な
も
の
が
、
新
規
の

ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｉ
ｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
有
望
に
な
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
病

院
内
外
の
様
々
な
機
器
や
セ
ン
サ
ー
、

患
者
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
と

が
相
互
に
連
携
し
、
他
社
の
機
器
と

も
接
続
し
や
す
い
装
置
・
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
製
品

を
用
意
で
き
れ
ば
Ｉ
ｏ
Ｔ
企
業
や
ソ

フ
ト
企
業
は
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ

ル
の
枠
組
み
に
参
加
し
、
そ
の
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
、
米
国
で
提
案
さ
れ

て
い
る
の
が
医
療
機
器
・
装
置
な
ど

の
リ
ス
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
す
。

　

高
齢
化
の
中
で
皆
保
険
を
維
持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
の
社
会
に

と
っ
て
は
、
必
要
性
が
高
い
と
い
え

ま
す
。
と
い
う
の
は
、
現
在
の
医
療

シ
ス
テ
ム
で
維
持
で
き
る
か
ど
う
か

が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
病
院
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
運
営
効
率
の
両
方
を
改
善

す
る
た
め
に
分
析
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

日
本
の
健
康
保
険
制
度
は
、
高
齢

化
に
伴
う
コ
ス
ト
増
加
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
よ
り
多
く
の
高

齢
者
や
慢
性
疾
患
の
患
者
の
助
け
に

な
れ
ば
健
康
寿
命
が
延
び
、
慢
性
疾

患
が
適
切
に
管
理
さ
れ
れ
ば
重
病
化

す
る
人
や
入
院
す
る
人
が
減
り
、
治

療
費
の
削
減
に
結
び
付
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
応
用
範
囲
は
広

く
、
住
宅
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
転
倒
す

る
人
が
減
れ
ば
医
療
コ
ス
ト
の
削
減

に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の
進
展

に
合
わ
せ
、
医
療
制
度
や
規
制
を
変

更
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
保
険
外
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｉ
ｏ

Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
日
本
で
は
、
生
活

を
補
助
す
る
様
々
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
屋

内
で
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
健
康
に

関
す
る
情
報
提
供
や
服
薬
の
チ
ェ
ッ

ク
、
高
齢
者
の
心
の
支
え
な
ど
の
機

能
を
備
え
て
い
ま
す
。
独
居
老
人
の

行
動
を
追
跡
し
て
、
離
れ
た
家
族
に

知
ら
せ
る
こ
と
な
ど
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
の
運
転
手
の
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
安
全
に
運
転

で
き
る
等
、
応
用
範
囲
は
広
い
と
言

え
ま
す
。

100 歳以上の人口の推移・推計

出典：住民基本台帳による都道府県からの報告
　　　国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来人口推計」
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100 歳以上の人口は
2010 年までの 50年間で約 300倍
その後も急増が見込まれる
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　Ｔ社「全国休廃業・解散の動向調査2017
年度」によると、休廃業・解散24,400件、
倒産8,376件です。倒産のように債務超過
で事業をやめるのに比べ、私的な理由でや
めることに原因がある休廃業・解散が約３
倍近くと多くなっています。
　一方、日本政策金融公庫「中小企業の事
業承継に関する調査」（2016年）の中で、
廃業の理由（複数回答）を見ますと、１位「当
初から自分の代かぎりでやめようと考えて
いた」（38.2％）、２位「事業の将来性がな
い」（27.9％）、３位「子どもに継ぐ意思が
ない」（12.8％）、の順となっています。
　この調査では、残念ながら真実が見えて
きません。例えば、何故子供が継がないの
か分からないし、事業当初から自分の代で
事業をやめようとして商売を始めたとは思
えません…。
　改めて考えますと、事業に将来性がない

ので廃業・解散したのではないでしょうか。
　Ａ氏は、先進国の廃業率と比較し、我が
国は“開業率”の低さこそ問題と指摘します。

廃業・解散について

　仕事をやっている中で「課題解決に向か
って一歩も進んでいない」「そもそもその
ために何を考えたらいいのか分からない」
ということは、よくあることです。
　そして、やることなすことがピント外れ
だったり、何もしないままに時間が過ぎて
いる…。
　そうならないためにＡ氏は、少なくとも
「何をもってゴールとするか」と「次の一手
は何か」は明確にすることだ、と話します。
　「何をもってゴールとするか」は仕事を
する上で最重要事項です。目的にかなった
形で、いつまでに何をアウトプットするの
か。それが明確にならない限り前進はしま
せん。例えば、結論の出ない会議、何を言
いたいのか分からない報告書等に見られま
す。
　もう一つの「次の一手」。
　これが明確になってスタートしない限り、
一歩も前に進んでいないことになります。

課題解決には　
諸
説
は
あ
り
ま
す
が
、
怒
り
の
ピ

ー
ク
は
、
怒
り
を
感
じ
て
か
ら
長
く

て
も
六
秒
間
だ
そ
う
で
す
。
怒
り
を

感
じ
た
と
き
、
反
射
的
に
取
引
先
に

言
い
返
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
従

業
員
に
必
要
以
上
に
強
く
怒
っ
た
こ

と
で
後
悔
し
た
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
六
秒
間
待
て
ば
、
全
て
の
怒
り

が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
六
秒
間
を
や
り
過
ご
せ
れ

ば
、
最
悪
の
事
態
を
避
け
る
こ
と
が

で
き
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
目
の
前
の
怒
り
か
ら
一
旦
意
識
を

そ
ら
す
、
こ
れ
を
衝
動
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
怒
り
を
感
じ
る
と
き
、
手
を
グ
ー

パ
ー
グ
ー
パ
ー
と
動
か
し
意
識
を
そ

ら
す
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
温
度
計
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

「
〇
（
ゼ
ロ
）」
穏
や
か
な
状
態
、「
十
」

を
最
大
の
怒
り
と
し
て
、
怒
り
を
感

じ
た
と
き
、
数
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業種細分類別「休廃業・解散率」　　　（表）

事業名 休廃業・
解散率（％） 件数

1米穀小売 4.307 64
2靴小売 3.853 44
3畳製造小売 3.425 20
4婦人・子供服小売 3.389 313
5大工工事業 3.380 420
6成人女子少女服製造 3.360 47
7呉服・服地小売 3.322 108
8食肉小売 3.310 56
9バー・ナイトクラブ 3.288 22
10運動・娯楽用品賃貸 3.194 16
11菓子・パン類卸　12酒小売　13菓子小売　
14代理商・仲立業　15左官工事業　16水産
練製品製造　17他の非営利団体　18金物小
売　19喫茶店　20豆腐・油揚製造

（T社出典「上位20業種」）


